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兵庫県北部におけるウエステルマン肺吸虫

に倍体型）に関する研究

１．豊岡市と出石郡における地理的分布および

メタセルカリアの形態的特徴について

柴原壽行

(昭和57年７月23日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：lungHuke，Ｐａ７ａｇｏ刀加zJszuesZe7"zα"/，diploidtype，geographicaldistribution

と呼ぶことを提唱した．これより先，ウエステルマン肺

吸虫（宮崎のいう無精子型）が３倍体（３，＝33）である

ことはSakaguchiandTada（1976）により示唆されて

いたが，Terasaki（1980）は宮崎のいう基本型が２倍体

(２，＝22）であることを明らかにした．以下本篇におい

ては混乱を避けるため，宮崎のいう「基本型」をウエス

テルマン肺吸虫（二倍体型)，また「無精子型」あるい

はベルツ肺吸虫としているものをウエステルマン肺吸虫

(三倍体型）と表記する．

その後，日本におけるウエステルマン肺吸虫（二倍体

型）は近畿地方およびそれに隣接する中部地方西部の諸

所一京都府（西田ら，1980)，奈良県（冨村ら，1981)，

滋賀県（西田ら，198ｌｂ)，福井県（西田ら，1981a)－

から報告されている．また九州地方北部においても，芦

沢ら（1980）はキツネから本虫成虫を見出している．従

って，現在日本で二倍体型が見出されているのは，東北

地方，中部～近畿地方，九州地方の３地域である．これ

らについての諸家の報告を検討すると，地域ごとにメタ

セルカリアの大きさなどについて若干の差異が見られ

る．そのため著者は，中部地方から近畿地方にかけて断

続的に分布するウエステルマン肺吸虫（二倍体型）のう

ち，兵庫県但馬地方産のものについて，成虫，幼虫，虫

卵の形態や，数種の哺乳動物に対する宿主適合性，中間

宿主体内における発育などの生態学的事項を追究し，ウ

エステルマン肺吸虫の分類および生態を解明するための

基礎的資料をえようと試みた．まず本篇においては，兵

庫県豊岡市と出石郡における地理的分布およびメタセル

カリアの形態的特徴について述べた．

緒言

ウエステルマン肺吸虫Ｐａｒαgo"〃z`smesZeγ"!α"ｚ

(Kerbert，1878）の由来は，Kerbertがインド産のトラ

から見出したものを，最初にＤ〃ollzameSZeγ、α城

と命名したことに始まる．その後，DiStomαγi"geri

Cobbold，１８８０；Ｇγcga7i"αＰ"〃o"α/isBacZzr，１８８０；

Distoma加加o"αJeBaelz，1883などが報告されたが，

いずれもＰ.ｚ(ﾉeszermα"／のシノニムとされてきた．本

虫の地理的分布はアジアのほぼ全域に及び，南はインド

から北はシベリアに至るまで極めて広範である．そして

現在もなおフィリピン，中国，日本などにおいて，本種

あるいはその近似種についての研究が活発に行われてい

る（ChungandTs，ao，１９６２；Miyazaki,1978；Ｉｔｏｅｔ

ａＺ.，１９７８；Ｃｈｕｎｇｅｔα/・’１９７８；宮崎・波部，1979)．

これらの肺吸虫は，それぞれの地域ごとに，形態，生活

史において若干の差異が認められるようである．また宮

崎（1977）は日本産肺吸虫についても，ウエステルマン

肺吸虫を精子形成の有無によって２型に分け，精子を形

成するものを「基本型｣，精子を形成しないものを「無

精子型」と仮称した．その後宮崎（1977,1978ｂ）は多

数の本邦産ウエステルマン肺吸虫の標本について再検討

を行い，九州，四国地方よりえられた虫体は無精子型で

あるが，鈴木ら（1978）の秋田県西木村産サワガニ由来

のものと，長瀬ら（1977）が愛知県新城市産キツネより

えた虫体は基本型であるとし，基本型だけをウエステル

マン肺吸虫Ｐ・meSZe7wα"ｉ（Kerbert，1878）と呼び，

無精子型をペルツ肺吸虫Ｐ.〃Z，"olzaJis（Baelz，1880）

愛媛大学医学部附属動物実験施設

（６７）
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Fig.１Ａ）Mapshowingthelocationofnortheasternpart（shadowedportion）ofHyogo

Prefecture，wherethepresentsurveywascarrieｄｏｕｔ．

Ｂ）Mapshowing531ocalitieswherecrabswerecollected．

●：LocalitieswherecrabspositiveformetacercariaeofPa7ago"z籾zJszuesZe7‐

ｍα"ｉ‐diploidtype‐werecollected．

○：Localitieswhereallcrabsexaminedwerenegative．

▲：TopofmainmountainsthatformaboundarybetweenHyogoandKyoto
Prefecture．

殻幅を計測し，雌雄の別を記録したのち、直ちに人工胃

液消化法によってメタセルカリアの分離を行った．な

お,一部は器官別に検索するために,６×10ｃｍ大のガラ

ス板上に，サワガニの甲殻内膜,肝臓,心臓,鯛，その他

の器官を注意深く，別々に取り出し,その上からガラス板

を静かに重ねて圧平し，双眼実体顕微鏡下で観察した．

また，筋肉の検査は，体部と脚部に分け，人工胃液消化

法によって行った．メタセルカリアは0.85％生理的食塩

水数滴と共にホールグラスにとり，この上からカバーグ

ラスをかけて注意深く形態の観察と計測を行った．メタ

セルカリアは生理的食塩水の温度を室温より数度Ｃ上

材料および方法

検査に供したサワガニCeo伽”/ｍｓａａｅｈαα"ｉは，

日本海に注ぐ円山川の支流，奈佐川，六方川，出石川の

上流域53地点（67カ所）において，1979年８月から1981

年11月にかけて採集したもので，豊岡市が11地点（14カ

所)，出石郡出石町が13地点（13カ所)，出石郡但東町が

29地点（40カ所）である（Fig.１，Tablesl-3)．また

採集したサワガニの数は，豊岡市が481匹，出石町が725

匹，但東町が1,995匹の合計3,201匹である．

これらのサワガニは生きたまま研究室へ持ち帰り，甲

（６８）
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TablelIncidenceofinfectionofcrabs，ＧｅｏｒＭＰｈｌ`ｓａａｅ/jαα"/，withmetacercariae（Ｍｃ）

ｏｆＰｔｚ７ａｇｏ"i"zzZsu1esrcｱﾉ"α"i-diploidtype-inToyookaCity

Ｐｅｒｉｏｄ

ｏｆ

ｓｕｒｖｅｙ

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ ＡｖｅｒａｇｅＮｑｏｆ
Ｍｃｉｎａｐｏｓｉｔｉｖｅ
ｃｒａｂ（Ｍin・Max.）

Infection

rate（％）
No.＊ Locality

eｘａｍｉｎｅｄｉｎｆｅｃｔｅｄ

ＴＡＧＡＹＡ

(多賀谷）

ＧＯＮＯ

(江野）

ＭＩＹＡＩ

(宮井）

ＮＯＧＡＫＩ

(野垣）

ＦＵＫＵＪＯＪＩ
(福成寺）

ＭＩＨＡＲＡ

(三原）

ＨＡＴＡＧＡＭＩ

(畑上）

ＳＨＩＭＯＮＯＭＩＹＡ

(下宮）

ＨＯＫＫＥＪＩ
(法花寺）

ＯＫＵＮＯ

(奥野）

ＩＣＨＩＤＡＮＩ

(市谷）

１ ＳｕｇｅｄａｎｉＮｏｖ、１９８１１５

臆駕藍ｊｉ:二}::：：：
lgWji:薑I謡：ｉ
ＦｕｋａｔａｎｉＡｕｇｌ９７９２３

１麓:謡amjiI薑翻二
ＳｈｉｍｏｎｏｔａｎｉＡｕｇｌ９８１３０

HatadaniAug、１９８１ｌ７

ＭｕｓｈｉｔａｎｉＡｕｇ、１９８１３９

ＯｋｕｎｏｔａｎｉＡｕｇｌ９８１５３

ＯｋｕｙａｍａＡｕｇ，１９８１３６

ＥｎｏｏｋｕＮｏｖ，１９８１４１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０

１ １４１く６
●

１７
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

４

，

３

４

５

６
７
８
９
０
１
１
１

＊ＴｈｅNos、ａｒｅｉｎｄｉｃａｔｅｄｉｎＦｉｇ，１．

昇させることにより自然に脱嚢させ，ブアン液で圧平固

定し，一夜４Ｃに静置したのちに，７０％アルコールで

よく洗浄し，カーミン染色を施し観察，計測に供した．

虫種同定のための感染実験は，豊岡市奥野，出石町歌野

尾，但東町高竜寺の３地区より得たメタセルカリアをイ

ヌあるいはネコにそれぞれ８－２５個を経口投与し，投与

後100-150日で剖検して成虫を回収した．虫体はアル

コールで圧平固定後，カーミン染色を施した．虫卵はネ

コの肺に形成された虫嚢内よりえたものを１０％ホルマリ

ンに浸漬固定したのち，観察，計測に供した．比較のた

めに，愛媛県南西部僧都川産モクズガニルfocMγ

ｊ”。"/c呪ｓよりえた三倍体型メタセルカリアも用いた．

検査成績

１．採集地別のメタセルカリア寄生状況

肺吸虫メタセルカリアが陽性であったのは，豊岡市で

は奥野１地点のみで，採集されたサワガニの41.7％にメ

タセルカリアが見出され，カニ１匹当りの寄生数は平均

1.6（最多寄生数４）個であった．出石郡出石町では，

八坂（陽性率5.7％)，袴狭（同66.7％)，歌野尾(同76.5

％)，奥小野（同20.8％）の４地点が陽性で，カニ１匹

当りの平均寄生数は，それぞれ1.7,4.3,4.7,4.4個で

あった．カニ１匹当りの寄生数が最も多かったのは歌野

尾における34個であった．一方，但東町における調査で

は，今回の調査において最初に陽性地を発見したことも

あって積極的に周辺に調査地を拡げていった結果，多数

の分布地を明らかにすることができた．調査した29地点

のうち13地点が陽性で，全般的に高率な寄生が認められ

た．すなわち，矢根（3.9％)，奥矢根（66.7％)，唐川

〔字大谷（93.6％)，字友永(69.7％)，字細谷(18.8％)〕，

木村（80.7％)，西野々（58.1％)，高竜寺（69.4％)，

坂野〔字奥山（88.2％)，字湯船（92.6％)，字轟（70.0

％)，字下轟（79.3％)，字東谷（21.3％)〕，虫生（43.1

％)，口藤（78.3％)，中藤〔字高来(49.5％)，字阿蘇谷

(2.5％)，字アソオ（68.6％)，字家の奥（28.1％)，字

一の谷（6.7％)〕，中山（61.8％)，東里（3.1％)，畑山

(2.3％）で，半数以上が陽性率50％を上回り，最高は唐

川〔字大谷〕の93.6％であった．一方，カニ１匹当りの

メタセルカリア平均寄生数の最高値は坂野〔字湯船〕の

12.2個で，またカニ１匹の最多寄生数は，同じく坂野

（６９）
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Table2Incidenceofinfectionofcrabs,GeotMPhZ(ｓａａｅｈαα"i,withmetacercariae（Ｍｃ）ｏｆ

Ｐａ７ａｇｏ"/〃ﾉ"szuesrc7ﾉ"α"ノーdiploidtype-inlzushi-cho，Izushi-gun
●

Ｎｏｏｏｆｃｒａｂｓ AverageＮｏ．ｏｆ
Ｍｃｉｎａｐｏｓｉｔｉｖｅ
ｃｒａｂ（Min-Max.）

Ｐｅｒｉｏｄ

ｏｆ

ｓｕｒｖｅｙ

Infection

rate（％）LocalityＮｏ．＊

eｘａｍｉｎｅｄｉｎｆｅｃｔｅｄ

ＯＯＴＡＮＩ

(大谷）

ＡＲＡＫＩ

(荒木）

ＦＵＫＵＭＩ

(福見）

ＫＵＲＥＳＡＫＡ

(暮坂）

ＫＡＭＩＭＵＲＡ

(上村）

ＫＡＺＵＹＡ

(和屋）

ＯＫＵＹＡＭＡ

(奥山）

ＹＵＲＩ

(百谷）

ＫＩＲＩＮＯ

(桐野）

ＨＡＳＳＡＫＡ

(八坂）

ＨＡＫＡＺＡ

(袴狭）

ＵＴＡＮＯＯ

(歌野尾）

ＯＫＵＯＮＯ

(奥小野）

Nakaoka Mayl981５６

１riya Mayl981９３

Ｅｎｏｏｋｕ Ｍａｙｌ９８１５９

ＳｈｉｍｏｎｏｔａｎｉＭａｙｌ９８１３７

ＹｏｎｏｍｉＭａｙｌ９８１４７

Manado Mayl981７０

Miyanoshita Mayl981l7

YuridaniMayl981５８

ＯｔａｎｉＭａｙｌ９８１８６

Ｚａｏ Ｍａｙｌ９８１l０５

ＴａｋｉｎｏｔａｎｉＭａｙｌ９８１３９

Ｂａｂａ Ｍａｙｌ９８１３４

ＨｏｓｏｍｉＭａｙｌ９８１２４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
６
６
５

２
２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５．７１．７(１－３）

66.7４．３(1-19）

76.5４．７(1-34）

20.8４．４(1-13）

Ｏ
］
Ｄ
Ｃ
４
４
Ｆ
Ｄ
〈
ｂ
〔
』
、
己
０
Ｊ
ｎ
Ｕ
１
１
ワ
】
句
○
“
４

勺
１
可
上
可
上
勺
上
１
１
１
１
可
１
１
１
ｏ
］
ｏ
］
ｏ
］
ワ
ニ
？
］

＊ＴｈｅNos，ａｒｅｉｎｄｉｃａｔｅｄｉｎＦｉｇ，１．

〔字奥山〕の68個であった．なお，全陽性地におけるカ

ニ1,631匹中，雌雄の別による陽性数はそれぞれ雌が818

匹（55.4％)，雄が813匹（55.1％）で，性別による差は

認められなかった．

２．陽性カニ体内におけるメタセルカリアの寄生状況

メタセルカリアの比較的濃厚に分布していた７地点に

ついて，陽性ガニ125匹におけるメタセルカリア（総数

700）の体内分布をみると，Ｔａｂｌｅ４のとおりである．

メタセルカリアのカニ体内分布状況には，７地点間でほ

ぼ同様の傾向が認められる．全体的にみて，数の多く検

出された１１頂に記すと，体部筋肉432（61.7％)，肝臓155

(22.1％)，甲殻内膜4６（6.6％)，鯛2５（3.6％)，脚部筋

肉2４（3.4％)，生殖器1０（1.4％)，腸管周辺８個（1.1

％）の順であった．最も多く検出された部位は筋肉であ

って，体筋，脚筋を合計すると456個（65.1％）となる．

心臓周辺からは全く検出されなかった．

３．カニの大きさとメタセルカリア寄生率・数との関

係

カニの大きさとメタセルカリア寄生率との関係を調べ

るために，今回カニの採集数が多く，かつ高率寄生の認

められた坂野のカニについて検討した．成績はＴａｂｌｅ５

に示したとおりである．カニは甲殻幅の１０ｍｍ以上の

ものだけを採集し，カニの大きさを便宜上，表のように

４階層に分けた．まず，各階層におけるメタセルカリア

の寄生率を比較すると，例数の少ない甲殻幅25ｍｍ以

上のものを除く３階層のそれは，10-14ｍｍが82.0％，

15-19ｍｍが82.1％，20-24ｍｍが79.6％といずれも８０

％前後の高い数値を示しており，大きさの違いによる寄

生率の差はなかった．また性別による寄生率は，全体で

の寄生率が80.8％であった坂野では，雌で80.9％，雄で

80.8％となり，差が認められなかった．

一方，陽性ガニ１匹当りのメタセルカリア平均寄生数

は，10-14ｍｍのもので7.3,15-19ｍｍのもので10.7,

20-24ｍｍのもので14.3,そして25ｍｍ以上のものでは

（７０）
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Table31ncidenceofinfectionofcrabs,Ｇどor舵ZPA"ｓａａｅ/iαα"i,withmetacercariae（Ｍｃ）ｏｆ

Ｐαγαgo"z"z"szuesZPerﾉ"α"／‐diploidtype‐inTanto-cho，Izushi-gun
●

Ｐｅｒｉｏｄ

ｏｆ

ｓｕｒｖｅｙ

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ AverageＮｏ．ｏｆ
Ｍｃｉｎａｐｏｓｉｔｉｖｅ
ｃｒａｂ（Ｍin.-Max.）

Infection

rate（％）
LocalityＮｏ．＊

examinedinfected

25剛f

26鰹蔚NE

27馴令KAWA

28隅VRA

29鵠ｺﾞﾑﾉ)i0NO

3o膿晋Ⅱ

Ｆｕｃｈｉｇａｔａｎｉ Ｍａｙｌ９８０

Ｎｏｖ、１９７９

～Ｎｏｖ、１９８１

０ct、１９７９

０ct、１９７９
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Table３（つづき）

AverageＮｏ．ｏｆＭｃ
ｉｎａｐｏｓｉｔｉｖｅ

ｃｒａｂ（Min-Max.）

Ｐｅｒｉｏｄ

ｏｆ

ｓｕｒｖｅｙ

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ
Infection

rate（％）LocalityNo.＊

examinedinfected

43開閉’

４ぞ鰯ＫＯ

45鰹}○

46濯騨JI

47f1P殿1

48会瑞

49詮鶏I

50fLilll会PAN1

51脚mANI

52聯Ａ

53隅Sｍ

８ １

別
、
別
別
別
別
別
別
別
別
別
別
別

１
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
．
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

可
仙
可
可
”
可
幻
可
諏
町
Ｐ
可
可

Ｍ
一
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
艶
Ｍ
Ｍ

●
１

ｕ

》
川
》
》
御
．
『
州
》
汕
押
“
加

町
ｎ
ｈ
曲
Ⅷ
ｎ
ｈ
Ｍ
Ⅲ
、
皿
眠

－
１
１

３０

４１

１２

２６

３５

４４

３４

１０６

４７

１９

２６

４０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊ＴｈｅNos・ａｒｅｉｎｄｉｃａｔｅｄｉｎＦｉｇ、１．

Table4Locationofmetacercariae（Ｍｃ）ｏｆＰα'一ago"i"z"smesZe7"zα"ｚ
ｑ

‐diploidtype‐ininfectedcrabs，ＧｅｏｒＭＰｈ"sacJehαα"Z

No.ofMccollectedfrom（％）
ＴｏｔａｌＮｑ

ｏｆＭｃ

ｏｂｔａｉｎｅｄ

Locality
of

crabhost

Ｎｏ．of

crabs

examined

1ｎｎｅｒｎｌｅｌｎ－

ｂｒａｎｅｏｆ

ｃａｒａｐａｃｅ

ｌ５

１

０

３

７

５

１５

ｉｎｔｅ‐genitalmusclesmusclescardiacliｖｅｒｏｆｂｏｄｙｏｆｌｅｇｓｇｉｌｌｓ ｒｅｇｌｏｎｓｔｉｎｅｏｒｇａｎｓ

６
０
３
９
３
７
２

５
２
１

８
６
５

２
２

０
７
０
６
１
１
７

５
１
１

５
４
５

１
１

４
０
１
０
１
１
７

１ ０
０
０
０
４
１
０

１
１

０
０
０
０
０
０
０

Ｆ
Ｄ
ｏ
］
ｏ
］
〈
Ｕ
、
ひ
Ｆ
Ｄ
ｎ
．

〈
ｂ

１
▲
１
一
Ｆ
、

２
０
０
０
０
０
６

０
０
０
０
２
４
４

Karakawa

Kimura

Nishinono

Koryuji

Sakano

Kuchifuji

Nakafuji

５
４
４
２
９
９
２

４
１
４

４３２

(61.7）
２４

(3.4）
２５

（3.6）

０ １５５

(22.1）

８

（1.1）

１０

（1.4）
４６

(6.6）
Ｔｏｔａｌｌ２５ ７００

26.2個と，カニの大きさが増すにしたがい増加する傾向

が見られる．平均寄生数についても，寄生率同様，性別

による大きな違いは認められず，全体的には雄が11.0

個，雌が11.3個であった．

４．メタセルカリアの形態と計測値

えられたメタセルカリアは一般的に球形（Photo、１）

ないしは楕円球形をしていた．なかでも，鯛寄生のもの

はPhoto・２のように，極度に細長い形をしたものも見

られた．内膜は屈光性に富んで黒く見える外側の膜と弱

屈光性の黄緑色に見える内側の膜との２層構造をなし，

その外側には薄く破れ易い外膜が認められた．宮崎肺吸

虫に時々見られる膜様物（初鹿，1967）は全く認められ

（７２）
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Table5Relationshipbetweencarapacesize（ｉｎｍｍ）ofcrabs*，Geot比！’ん《ｓａ
ａｅﾉｉａａｍ，andincidenceofinfectionwithmetacercariae
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＊ThecrabswerecollectedfromSakanｏ（localityNo、３１ ｉｎＦｉｇ．１）

Table6Measurements（ｉｎ／,、）ofencystedmetacercariae（Ｍｃ）obtained
fromseverallocalities
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０
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１
１
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０
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●
●
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１
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一
巡
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一
４
＋
｜
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＋
－
２
＋
’
８
＋
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２
５
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７
１
７
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１
１
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●
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●
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２
１
２
２
１
１

く
く
く
く
く
く

Nakafuji
ETanto-cho〕

Kuchifuji
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Sakano

〔Tanto-cho〕

Utanoo
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Okuno

〔ToyookaCity〕

Ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
７

９
８
４
８
４
６
’
１

》》“》》》繩》郷》“》｜碑》
３
１
３
７
３
５
４
７
３
９
４
４
’
３
４

蛆
哩
姐
“
蛆
蛆
｜
蝿

く
く
し
く
く
く
一
く

０
０
０
５
０
５

５
５
２
８
２
３

４
３
２
１
３
０

３
３
３
３
２
１

６－２９

(17.0±4.4）
１－６

（２．０±1.0）
Ｔｏｔａｌ 260

＊ＴｈｅNos、ａｒｅｉｎｄｉｃａｔｅｄｉｎＦｉｇ，１．

ＴＦｉｇｕｒｅｓｉｎｐａｒｅｎｔｈｅｓｉｓａｒｅｔｈｅｍｅａnsandthestandarddeviations．

なかった．極度に変形したものを除いたメタセルカリア １，ｕｍ－よりかなり大きい（Fig.２)．また内膜の厚さは

の大きさ，すなわち内膜の径は，Ｔａｂｌｅ６に示したよう１７．０±4.4（6-29）〃ｍ，外膜の厚さは2.0±1.0（1-6）

に調査地域ごとに若干の差が認められるが，その平均値βｍであった．モクズガニ寄生ウエステルマン肺吸虫メ

はおおむね一致しており，表に記した６地点から得られタセルカリアに認められるような淡紅色頚粒は，このサ

た260個の平均値は長径451.1±30.5（375-523）βｍ，短ワガニからのメタセルカリアには認められなかった．穿

径434.5±24.1（365-504）/ｕｍであった．これは愛媛刺練（Photo,５）は，殆んどすべての脱嚢メタセルカ

県産モクズガニから得られた三倍体型のもの－長径リアの口吸盤背縁に認められた．被嚢したメタセノレカリ

4044±23.6（344-453池、，短径392.7±22.1(344-448）アは，ふつう体を前後に短縮しているが，時には丸く折

（７３）
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５５０

盤の縦径，横径は，それぞれ106（82-128）似、および

121（100-136）βｍであった．また，口吸盤の後方に位

置する咽頭は，大きさが，縦径，横径それぞれ4２（31-

50）／`ｍおよび4８（37-61）似ｍで，諸家の報告にほぼ

一致する．本調査において得られたメタセルカリアの穿

刺疎の計測値は，長径，短径それぞれ1６（9-21）βｍお

よび３（2-3）βｍで変異の幅が大きい．

５．成虫および虫卵について

他種との鑑別上特に重要とされる皮赫は，３地区（豊

岡市，出石町，但東町）産成虫ともに殆んどの部位にお

いて単生で，卵巣はすべて６葉の分岐構造をなしてい

た．受精嚢内には殆んどの標本で精子が，また一部のも

のでは精子と卵細胞あるいは卵黄細胞が観察され，貯精

嚢にも精子が充満していた（Photos､８，９）したがっ

て，今回３地区のイヌあるいはネコから得られた成虫の

形態的諸特徴は，前述のウエステルマン肺吸虫二倍体型

のものと一致した．なお，但東町高竜寺産メタセルカリ

ア20個をネコ１頭に経口投与し，１５０日後に剖検してえ

られた虫体は19隻（回収率95.0％）で，そのすべてが成

虫であった（Photq6)．標本作製時に壊れた１隻を除

くこれら18隻の大きさは，平均10.3×５．６ｍｍ（最大：

11.4×5.7ｍｍ，最小：９．０×4.9ｍｍ）で，体長に対する

体幅の平均比率は1.8（1.6-2.1）であった．口吸盤の横

径（17隻計測）は609（521-664）似、，腹吸盤の縦径お

よび横径はそれぞれ524（475-593）βｍ，５７８（519-629）

βｍで，いずれの標本でも明らかに口吸盤が大きかっ

た．また，このネコの肺虫嚢内より得られた虫卵50個の

観察，計測の結果は次のとおりである．形態は変異に富

み，卵形，逆卵形，長楕円形など様々であったが，卵形

のものが最も多かった．虫卵の最大幅部分の位置につい

ては，小蓋端側にあるもの２３（46％)，中央部分にある

もの2２（44％)，無蓋端側にあるもの５個（10％）と小

蓋寄りにあるものが最も多く，また中央部にあるもので

は全体的に細長い形をしているものが多かった．虫卵の

相称性については，左右相称のもの８（16％)，不相称

のもの42個（84％）であった．また，小蓋反対側の卵殼

の肥厚は，虫卵50個のうち明らかに肥厚の認められるも

のは3０（60％）で，残り20個（40％）については肥厚が

全く認められないか，認められてもごく僅かであった．

虫卵の大きさについては，長径が79.5±5.1(66.8-88.1）

/〔ｍ，短径は43.5±2.5（38.2-49.7）似ｍであった．ま

た卵殻の厚さは1.3±0.2（0.9-1.7）/ｕｍで，小蓋反対

側の肥厚部分の厚さについては明らかな肥厚の認められ

た30個では2.6±0.7（1.8-5.0）／ｍであった．
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Ｗｉｄｔｈ(Llm）

Ｆｉｇ．２Measurementsofmetacercarialcysｔｓｉｚｅｓ

ｏｆＰａ７ａｇｏ７ｚ〃"szueste7wzα"i・

●：ThediploidtypefromGeoZMPhzfsａ

ｑＪｅ/iaa7zicollectedinHyogoPrefec‐
ｔｕｒｅ．

○：ThetriploidtypefromE7ioc/heｺﾞｧ

ﾉ”。"icWscollectedinEhimePref‐
ｅｃｔｕｒｅ．

れ曲がった形をしているものもあり，生理的食塩水の温

度を上昇させると運動が非常に活発になって，次々に脱

糞するのが観察された．１８×18ｍｍのカバーグラスで

軽く圧平し顕微鏡下で観察した脱嚢メタセルカリア

(Photo､３）は，体を伸縮させてやや緩慢なほふく運動

を行い，黒い球状の排泄穎粒をＩ字形をした排泄嚢末

端の排泄孔から排泄するのが観察された．染色標本

(Photo、４）を観察すると，虫体の両側には咽頭のすぐ

後で分岐した腸管が緩やかに蛇行して走り，中央部付近

で最もその太さを増し，体後部で盲端となって終ってい

る．腹吸盤のやや斜め後方１カ所，および体後部両側

の，腸管より内側の２カ所に，生殖原基と思われるわず

かに密集した細胞塊が認められた．

脱嚢メタセルカリアの計測は固定染色標本30隻につい

て行い，既報のウエステルマン肺吸虫および宮崎肺吸虫

の諸家のものとの比較をＴａｂｌｅ７に示した．脱裏メタ

セルカリアの体長および体幅の大きさは，前者が900

(736-1125）似、後者が435（357-562）βｍで，口吸盤

の縦径は7２（57-92）βｍ，横径は9３（76-109）βｍ，腹吸

（７４）
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Table7Measurements（ｉｎ〃、）ofexcvstedmetacercariaeofご

ｈ７ａｇｏ刀iﾉ"'`ｓｚＬ'csZﾋﾞｧﾉ"αﾉｚｉａｎｄＰ・ノ"Z()ﾉα之α肺

ＯｒａｌＳｕｃｋｅｒ ＶｅｎｔｒａｌＳｕｃｋｅｒ Ｐｈａｒｙｎｘ ＳｔｙｌｅｔＢｏｄｙ

Ｌｅｎｇｔｈ
×

Ｗｉｄｔｈ

Species Ｌｅｎｇｔｈ
×

Ｗｉｄｔｈ

Ａｕｔｈｏｒｓ

Ｌｅｎｇｔｈ×ＷｉｄｔｈＬｅｎｇｔｈ×ＷｉｄｔｈＬｅｎｇｔｈ×Ｗｉｄｔｈ

Ｐ、zcesre7‐736-1125×３５７－５６２５７－９２×76-10982-128×100-13631-50×37-619-21×２－３Present
〃zα〃i＊ （900×435)§（72×９３）（106×121）（42×48）（16×３）author

P・ZCeSte7‐910-1185×382-438ｔ96-106×100-112ｔ124-149×129-158ｔ23-33×6-7:tSuzuki
〃za7zZ＊ααZ・（1031×423）（99×105）（135×140）（28×６）

（1978）

Ｐ．ｕ･csre7‐ Ｙａｍａｇｕｔｉ
ノ"α"ｉｆ800-1100×270-380ｔ６５－８０×90-100115-140×117-14736-50×45-6021-28- （1943）

ＫｏｍｉｙａＰ・zcesZer． 710-830×260-370ｔ６２－７６×８８－９８ｔ96-120×l20-l30t
l"α"i↑（770×320）（71×94）（110×120）ｅｚａＪ．

（1964）

Ｋｏｍｉｙａ
Ｐ.〃Ziyα‐ 680-1000×380-460ｔ８６－９３×８９－９８ｔ120-150×140-160ｔ

（830×420）ＢｔａＬｚａ航（89×93）（140×150）
（1964）

P・ノ"(yα‐ 810-1190×３１０－４７０７６－９５×81-10596-167×87-14942-61×30-46Ｈａｔｓｕｓｈｉｋａ

量ａＡｉｉ（92×94）（104×109）（880×380）（49×40）（1967）

Ｐ．〃ｚｉｖα‐ ６１０－９９５×３２５－４１４６９－９４×７８－９９１０８－１５２×118-158ＩｍａｉｅＺａＺ．

（765×366）三α航（82×90）（130×135）（1976）

＊DiploidtypeTTriploidtype（？）

：tThemeasurementsareexpressedinmilimetersintheoriginaL

§Figuresinparenthesisarethemeans、

６４匹を採集し，メタセルカリアの検出を試みたがすべて
考察

陰性であった．このように，ヒトを主たる終宿主として

兵庫県北部の但馬地区における肺吸虫症の報告は，戸いた中～下流域に分布するモクズガニ由来の三倍体型は

田（1950）が脳内肺吸虫症の手術治験例を報告したのが 消滅し，それによる肺吸虫症の流行も既に終息したもの

最初である．その後，藤戸・石原（1952）が膿胸を併発と思われる．また豊岡市奈佐川流域は，宮本（1961）に

した肺吸虫症３例を報告した．次いで，吉田ら（1955）より肺吸虫症の濃厚な流行地として報告されており，ま

は同地区の河川において肺吸虫の生物学的調査を行い，た初鹿（1967）は同流域の宮井のサワガニから宮崎肺吸

円山川流域の数カ所で捕獲したモクズガニの16.3％にウ虫のメタセルカリアが見出されたことを報告している

エステルマン肺吸虫のメタセルカリアを，同じく円山川が，今回，同流域の５地点（豊岡市多賀谷，江野，宮

河口附近に生息するクロベンケイの11.1％に大平肺吸虫井，野垣，福成寺）において，合計265匹のサワガニを

Ｐ.ｏﾊｺﾞｧaiMiyazaki,1939のメタセルカリアの寄生を認検査したにもかかわらず，どの種の肺吸虫も見出されな

め，同時に地域住民に10名のウエステルマン肺吸虫症患かつた．したがって，この地区においては現在肺吸虫は

者を見出している．さらに宮本（1961）は，一般住民と 分布していないものと思われる．

学童ら12,743名を対象にＶＢＳ皮内反応によるスクリー今回，著者が調査を実施した地域は，西田ら（1980）

ニングテストを実施し，1.5％に反応陽性者，1.9％に疑が，サワガニにウエステルマン肺吸虫（二倍体型）メタ

陽性者を認め，さらにこれら陽性者の検便，検疾を行うセルカリアを見出した京都府丹後地区とは山ひとつ隔て

ことにより９名の虫卵排出患者を見出した．しかし，ウて南側に位置する．このうち，サワガニから肺吸虫メタ

エステルマン肺吸虫に関しては，その後は患者発生の報セルカリアが見出された地域は，円山川の支流である六

告を聞かない．また1955年以降，モクズガニからメタセ 方川と出石川の上流18地点で，これらの殆んどが出石川

ルカリアが検出されたという記録も見られない．今回のの北側，すなわち京都府との境界をなす三つの山一法沢

調査でも，著者は，円山川の中流域から下流域にかけて山(標高643.5ｍ)，高竜寺ケ岳(同696.7ｍ)，磯砂山（同

の４カ所（豊岡市佐野，畑上，福成寺，但東町矢根）に661.0ｍ)－を中心とする東西およそ20kｍ，南北およそ

おいて，モクズガニをそれぞれ３０，２８，１，５匹の合計５ｋｍの山系に端を発する山間渓流である（Photo、７)．

(７５）
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吸虫との鑑別上重要な相違点であるといえる．一方，ウ

エステルマン肺吸虫の両型について言えば，波部・寺崎

(1982）の報告したサワガニ由来の三倍体型についての

メタセルカリアの体内分布の成績は，筋肉肝臓,鯛の順

となっており，二倍体型と同様の傾向を示している．さ

らに，日本産サワガニから検出されるもう１種の肺吸虫

である佐渡肺吸虫のメタセルカリアのカニ体内における

分布状況は，若干は筋肉中にも認められるが大部分が肝

臓から見出されると報告されている（川島ら，１９６７；

YoshimuraeraZ.，1970)．したがって，サワガニから見

出される日本産の３種の肺吸虫は，それぞれサワガニ体

内での主要な寄生部位を異にしており甚だ興味深い．

カニの大きさとウエステルマン肺吸虫メタセルカリア

との関係は，モクズガニについては数多くの報告があ

り，中等大のモクズガニ（甲幅40-50ｍｍ）での寄生率

が最も高いとするもの（三浦，１９５２；高橋，1954）やカ

ニの大きさとは無関係とするもの（横川，1951）などが

あり必ずしも一定していない．著者がサワガニで行った

成績はＴａｂｌｅ５に示したとおりであり，今回の調査に

おける濃厚分布地でのサワガニの大きさと寄生率との関

係は，例数の少ない25ｍｍ以上を除く10-24ｍｍの間の

３階層の寄生率には著しい差は認められなかった．すな

わち中等大のサワガニ（10-24ｍｍ）ではその大きさと

メタセルカリア寄生率との間に著明な差は認められなか

った．一方，陽性ガニ１匹当りのメタセルカリア平均寄

生数は，カニの大きさが増すにしたがい増加の傾向が見

られた．また，寄生率が高い採集地では，おおむねカニ

１匹当りの寄生数も多く，寄生率が低い採集地ではカニ

１匹当りの寄生数も少ない傾向が見られるが，寄生率の

低い採集地であるにもかかわらず多数のメタセルカリア

が見出される陽性ガニも認められた．これらの原因につ

いては採集地における肺吸虫の分布濃度の違いによるも

のであろう．

メタセルカリアの大きさ（内膜の径）は，長径が451.1

±30.5（375-523皿、，短径が434.5±24.1（365-504）

βｍで，同じ二倍体型である秋田県産サワガニ由来のメ

タセルカリア－４０６（359-457)×400（382-438）βm--に

比べてかなり大きい．しかし，西田ら（198ｌｂ）による

滋賀県産二倍体型の報告（伊吹町；461×443βｍ，甲賀

町；459×438/ｕｍ）と比較するとほぼ同じぐらいの大き

さである．また，このようにメタセルカリアの平均値

を，ウエステルマン肺吸虫三倍体型および宮崎肺吸虫で

の諸家による報告(Yamaguti,１９４３；小宮・冨村,1964；

冨村ら，１９６４；初鹿，１９６７；今井ら，1976）と比較する

Ｆｉｇ．１に示すように，これら南側の山裾では寄生率に

多少の差はあるが，どの地点からもメタセルカリア陽性

ガニが見出されている．このように出石川の北側にはか

なり広範な分布地が見出されたが，南側の山系からは全

く見出されないのは何に原因するのか明らかでない．た

だ北側において冬期間捕獲される野生哺乳動物が多いと

いうことを考慮すると，終宿主となる哺乳動物の豊富さ

が本虫の生活環を営む上で好都合な条件となっているも

のと思われる．それを裏付けるかのように，カニの採集

中に時々見かけた野獣の糞一内容物からタヌキの糞と思

われる－の何個かを持ち帰り，研究室において検査した

結果，そのうちの幾つかに，小蓋反対側に肥厚の認めら

れるウエステルマン肺吸虫卵と思われる虫卵が多数認め

られた．

さて，前述したように，同地区から見出された肺吸虫

メタセルカリアはＦｉｇ．１に示す如く同一山系に限局的

に連続した分布を示しており，各採集地点で検出される

メタセルカリアは形態的にも変ったところは認められ

ず，大きさ(内膜の径)もほぼ同様の範囲にある（Table

６)．また今回の調査地の中から無作為に選んだ３陽性

地より検出されたメタセルカリアの，イヌ・ネコへの感

染実験によって得られた成虫は，すべて前述のようなウ

エステルマン肺吸虫二倍体型の特徴を備えていた．した

がって，同山系から見出される肺吸虫メタセルカリアは

すべてウエステルマン肺吸虫二倍体型のものと同定し

た．

同山系の渓流で採集されるカニの寄生率は2.3-93.6％

で，その陽`性地18地点中10地点が50％を上回るという濃

厚な分布地であることが明らかとなった．また今回の調

査で，高濃度に感染しているカニが採集されるのは，必

ずしも西田ら（198ｌｂ）が述べているような人家からか

なり離れた分水嶺に近い山地ではなくて，人家のすぐ上

手もあれば，唐川，木村，坂野，中山などのように人家

の密集した地点も存在するということが明らかとなっ

た．しかし，これらの地区の住民は，今のところサワガ

ニを摂食する習Ｉ償はなくサワガニを食べて肺吸虫症に罹

患したということもないようである．

次に，陽性ガニ体内におけるメタセルカリアの寄生状

況はＴａｂｌｅ４に示したとおりであるが，宮崎肺吸虫で

の諸家の報告（冨村ら，１９６４；初鹿，１９６７；今井ら，

1976）に見られるような心臓周辺からは全く検出されな

かった．また，宮崎肺吸虫では全く認められないにもか

かわらず，本虫では低率ではあるが鯛寄生が認められ

た．これらの点は同じサワガニを中間宿主とする宮崎肺

（７６）
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と，明らかに，宮崎肺吸虫が大きく，次いで近畿地方産

二倍体型，三倍体型という順になる．しかしそれはあく

まで平均値についていえることであって，変異幅は大き

く，重なり合うので個々のメタセルカリアをその大きさ

でもって同定することは困難である．このことに関し

て，西田ら（198lb）も両種に共通の好適宿主を選んで

メタセルカリアを感染させ，成虫を得た上で同定するの

が望ましいと強調している．次に脱嚢メタセルカリアの

大きさの比較では，Ｔａｂｌｅ７に示されるように，兵庫県

産のものは秋田県産のものと同じく，宮崎肺吸虫に比し

て明らかに大きく，またウエステルマン肺吸虫の三倍体

型と比べても体幅が明らかに上回っている．しかし，秋

田県産のものとの比較ではすべて兵庫県産が下回ってい

るが，これは固定標本と生鮮標本との違いによるものと

思われる．またウエステルマン肺吸虫メタセルカリアの

口吸盤および腹吸盤の大きさについて，宮崎（1968）は

口吸盤より腹吸盤の方が大としているが，＝倍体型の場

合も同様であった．

その他の形態的特徴については，従来モクズガニ由来

の三倍体型メタセルカリアの特徴とされていた体内にお

ける淡紅色穎粒の存在は認められなかった．また，宮崎

肺吸虫には殆んど認められないとされる穿刺鰊について

は，殆んどすべての脱裏メタセルカリアに認めることが

できた．これも宮崎肺吸虫とのよい鑑別点となる．

さて，好適宿主であるネコへの感染実験によってえら

れた虫体は，宮崎（1978b）も述べているように同一日

齢の，モクズガニ由来の三倍体型のものに比べるとかな

り小さい．しかも，貯精嚢，受精嚢内に精子が認められ

ること以外には，形態的に明らかな相違点は認められな

い．また虫卵についても，三倍体型ほど大きくはない

が，ウエステルマン肺吸虫卵の特徴である無蓋端側の卵

殼の肥厚は三倍体型ほど顕著ではないが多くのものに認

められた．

２）この調査地のウエステルマン肺吸虫（二倍体型）

のメタセルカリアは三倍体型メタセルカリアと比較する

と，大きさ（内膜の径）がかなり大きいこと以外には大

きな差異は見出されない．

３）サワガニ体内におけるメタセルカリアの分布は，

筋肉（65.1％)，肝臓（22.1％)，甲殻内膜（6.6％)，鯛

(3.6％)，その他（2.5％）の11頂である．

稿を終るに臨み，本研究の機会を与えられた動物実験

施設長高島唐一郎教授，吉田浩己助教授および直接の御

指導を頂いた寄生虫学教室西田弘教授に深甚の謝意を表

し，また数々の貴重な御助言を頂いた福岡大学医学部木

船悌嗣教授ならびに本学医学部寄生虫学教室行天淳一，

酒井雅博両兄に，さらに，技術的な御援助を頂いた実験

施設浜井藤次郎技官，鈴木美枝技官，奥川健一技官，戒

能五月嬢に対し心から感謝の意を表します．

なお，本論文の要旨の一部は第49回日本寄生虫学会大

会において発表した．
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Abstract j
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STUDIES ON THE LUNG FLUKE, PARAGONIMUS WESTERMANI

— DIPLOID TYPE—, IN NORTHERN PART OF

HYOGO PREFECTURE, JAPAN

I. GEOGRAPHICAL DISTRIBUTION IN TOYOOKA CITY AND IZUSHI-GUN,

AND MORPHOLOGICAL CHARACTERISTICS OF METACERCARIAE

Toshiyuki SHIBAHARA

{Institute for Comparative Medicine and Animal Experimentation, Ehime

University School of Medicine, Shitsukawa, Shigenobu-cho,

Onsen-gun, Ehime, 791-02, Japaii)

During the period from August 1979 to November 1981, a total of 3,201 crabs, Geothelphusa

dehaani, collected from 53 localities in Toyooka City and Izushi-gun were examined for the lung

fluke. Among them, 876 crabs collected from 18 localities were positive for metacercariae of

Paragonimus zvestermani — diploid type —.

As the results of detailed survey and observations the following informations were obtained :

1) P. zvestermani — diploid type — is densely distributed but the habitat is restricted in the

northeastern mountainous region of the surveyed area bordered on Kyoto Prefecture.

2) No distinct differences between the metacercariae of the diploid type from Tajima and

of the triploid type from Ehime Prefecture are observed except for the size of the former being

slightly larger than that of the latter.

3) The location and the discovery rate of the metacercariae in the infected crabs are 65.1 %

in the muscle, 22.1 % in the liver, 6.6% in the inner membrane of carapace, 3.6% in the gill,

and 2.5 % in the others.

( 79 )



558

ExplanationofPhotographs

Photo、１MetacercariaofPa7ago"z”zzszuesZe7〃α"ｉ‐diploidtypewithoutercystwallobtainedfrom

GeotMph"ｓａａｅｈαα"i・Scale：200βｍ

Photo、２MetacercariaofP・zucsZe7ma刀ｉ‐diploidtype‐ｉｎａｂｌｏｏｄｖｅｓｓｅｌｏｆｔｈｅｇｉｌｌｏｆＣ、aeAaa7Ii・

Scale：200βｍ

Photo､３ExcystedmetacercariaofRmesZeγ、α"i-diploidtype‐（livingspecimen,dorsalview).Scale：

20qum

Photo、４ExcystedmetacercariaofP・ｚＵｅｓｔｅｒｍα"i-diploidtype‐（balsam-mountedspecimen,ventral

view)．Scale：２０qczm

Photo､５Styletattheanterodorsalpartoftheoralsuckerofexcystedmetacercaria（balsam-mounted

specimen,dorsalview)．Scale：２０βｍ
Photo、６OneofthemountainousstreamsatSakanowheretheinfectedcrabswerecollectedinthis

survey・

Photo、７ＡｄｕｌｔｗｏｒｍｏｆＰ・zueste7"2α"ｉ‐diploidtype‐obtainedfromexperimentallyinfectedcat，l50

dayspostinfection（balsam-mountedspecimen，dorsalview)．Scale：２ｍｍ

Photo、８ＳｅｍｉnalreceptacleoftheadultwormofP・ｚＵｃｓｔｅ７ｍα"′‐diploidtype‐filledwithspermatozoa・

Photo、９ＳｅｍｉｎａｌｖｅｓｉｃｌｅｏｆｔｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｏｆＰ・zuestcγ、α7㎡‐diploidtype‐filledwithspermatozoa．

（８０）
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